
2005年出上の木簡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
～
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
後
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

御
所
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
、
高

梁
川
左
岸
に
広
が
る
総
社
平
野

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。
北

に
仰
ぎ
見
る
吉
備
高
原
南
端
の

山
塊
に
は
、
古
代
の
山
城
鬼
ノ

城
が
築
か
れ
て
い
る
。
御
所
遺

跡

一
帯
は
、
『備
中
国
賀
夜
郡

服
部
郷
図
』
な
ど
に
よ
っ
て
、

従
来
か
ら
備
中
国
府
の
有
力
な

推
定
地
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。

今
回
の
一
連
の
発
掘
調
査
は
、
平
野
を
南
北
に
流
れ
る
小
規
模
河
川
国
府
川

の
改
修
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
二
〇
〇
四
年
末
か
ら
工
事
対
象
部
分
で
順
次
調

査
を
実
施
し
、
二
〇
〇
六
年
度
も
継
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
遺

跡
の
立
地
す
る
微
高
地
に
は
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
の
集
落
跡
が
確
認

さ
れ
た
も
の
の
、
七
世
紀
か
ら

一
〇
世
紀
ま
で
の
遺
構

。
遺
物
は
皆
無
で
あ
る

が
、　
一
一
世
紀
初
頭
に
外
周
に
大
溝
を
め
ぐ
ら
せ
た

一
辺

一
二
〇
ｍ
以
上
と
推

定
さ
れ
る
方
形
居
館
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
度
調
査
は
、
国
府
川
の
流
路
に
平
行
し
て
実
施
さ
れ
る
掘
削
工

事
に
伴
い
、
南
北
約
五
〇
ｍ
東
西
約

一
〇
ｍ
の
約
五
〇
〇
ポ
に
つ
い
て
実
施
し

た
。
調
査
地
は
、
前
述
の
方
形
居
館
の
東
南
隅
か
ら
東
辺
に
相
当
す
る
。
調
査

の
結
果
、
大
溝
の
屈
曲
部

・
土
塁

・
梵
鐘
鋳
造
土
坑

・
柵
列
の
ほ
か
、
呪
符
木

簡
二
点
が
出
土
し
た
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇

一
が
検
出
さ
れ
た
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇

一
は
、
方
形
居
館
の
東
南
隅
に
相
当
す
る
大
溝
の
屈
曲
部
内
側

に
位
置
し
て
い
る
。
井
戸
の
掘
形
は
直
径
約
六
ｍ
の
不
整
円
形
で
、
検
出
面
か

ら

一
。
六
ｍ
の
底
面
に
礫
を
敷
き
詰
め
、
中
心
に
直
径

一
。
二
ｍ
の
大
木
を
制

り
抜
い
た
井
戸
枠
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
東
辺
の
大
溝
に
続
く
排
水
路
に

も
礫
が
敷
か
れ
て
い
る
ほ
か
、
北
方
向
に
は
基
盤
層
を
整
形
し
砂
利
を
敷
い
た

一
一
段
の
階
段
状
通
路
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
一
百
〔の
木
簡
は
井
戸
枠
に
接
し

て
東
西
に
向
き
合
う
状
態
で
立
て
ら
れ
て
出
上
し
た
点
か
ら
み
て
、
井
戸
の
埋

め
戻
し
に
際
し
て
埋
納
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
井
戸
の
廃
絶
時
期
は
居
館
が
廃

絶
す
る

一
二
世
紀
末
葉
よ
り
若
干
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
検
討
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岡
山
。御
所
遺
跡

所
在
地
　
　
　
岡
山
県
総
社
市
金
井
戸

調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
四
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）

一
二
月
～

二
〇
〇
五
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
総
社
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
武
田
恭
彰

遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

(岡山】ヒ部)
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中
で
あ
る
。

特
異
な
構
造
の
井
戸
や
大
規
模
な
溝
、
大
量
に
廃
棄
さ
れ
た
供
膳
具
の
上
器

な
ど
の
遺
構

・
遺
物
の
発
見
に
よ
っ
て
、
御
所
遺
跡
は
少
な
く
と
も
平
安
時
代

後
期
に
は
備
中
国
府
と
し
て
機
能
し
て
い
た
可
能
性
が
高
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪
　
　
「
＜

（符
篠
江
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜］『
×
ミ
×
ヽ
寓
∞

②
　
　
「
＜

（符
銀
）
　

□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｏヽ∞
×
∞Φ
×
∞
畠
∞

⑪
②
と
も
に
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
残
存
状
態
は
良
好
で
欠
損
は
み
ら
れ
な
い
。

上
端
は
水
平
で
は
な
く
、
特
に
②
は
緩
く
尖
ら
せ
て
い
る
。
②
は
符
篠
の
ほ
か

に

一
文
字
が
確
認
で
き
、
「急
々
如
律
令
」
の
一
部
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
明

瞭
で
は
な
い
。

９
　
関
係
文
献

総
社
市
教
育
委
員
会

『総
社
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
』
一
四

０
一〇
〇
六
年
）

（武
田
恭
彰
）


